
日
本
海

瀬
戸
内
海

大
阪
湾

城
崎
温
泉

鳥
取
鳥
取

湯
村
湯
村

香
住
香
住

出
石

八
鹿

和
田
山

和
田
山

兵
庫
県

鳥
取
県

岡
山
県

京
都
府

大
阪
府

奈
良
県

愛
知
県

岐
阜
県

福
井
県

滋
賀
県

琵
琶
湖

伊
勢
湾

三
重
県

高
松

神
戸
神
戸

大
阪

米
子
IC

鳥
取
IC

鳥
取
IC

鳥
取
IC智
頭
IC

福
崎
IC

山
陽
姫
路
東
IC

和
田
山
IC

和
田
山
IC

和
田
山
IC

和
田
山
IC

養
父
IC

八
鹿
氷
ノ
山
IC

福
知
山

福
知
山

福
知
山

IC

氷
上
IC

池
田
IC

池
田
IC

落
合
JC
T

倉
敷
JC
T

坂
出
JC
T

姫
路
JC
T

姫
路
JC
T

松
原
JC
T

松
原
JC
T

天
理

吉
川
JC
T

JC
T

高
松
自
動
車
道

米子自動車道

瀬戸中央自動車道 瀬戸中央自動車道 瀬戸中央自動車道

山
陽
自
動
車
道

山
陽
自
動
車
道

中
国
自
動
車
道

西
名
阪
自
動
車
道

西
名
阪
自
動
車
道

名
神高速
道
路

高
速
道
路

名神高
速道路

名神高
速道路

北陸自動車道
9

9

176

426

427 312

312

浜
坂
浜
坂

神
戸
JC
T

神
戸
JC
T

三
木
JC
T

淡
路
IC

淡
路
IC

豊
岡
豊
岡
豊
岡
豊
岡

天
橋
立

天
橋
立

舞
鶴
西
IC

丹
波
IC

丹
波
IC

178

岡
山
IC

西
宮
IC

西
宮
IC

西
宮
IC

西
宮
IC

西
宮
IC

3号
神
戸
線

吹
田
IC

吹
田
IC

吹
田
IC

吹
田
IC

吹
田
IC

大
津
ICIC

大
山
崎
JC
T

大
山
崎
JC
T

大
山
崎
JC
T

草
津
草
津
IC

亀
山
JC
T

JC
T

京
都

北
近
畿タンゴ鉄

道

舞
鶴
東
IC

舞
鶴
東
IC

舞
鶴
東
IC

小
浜
西
IC

小
浜
小
浜
IC

大
飯
大
飯
高
浜
IC

高
浜
IC

敦
賀
ICICIC

舞
鶴
舞
鶴
大
江
IC

大
江
IC

大
江
IC 宮
津
宮
津
宮
津
天
橋
立
IC

天
橋
立
IC

天
橋
立
IC綾
部
JC
T

JC
T

京
丹
波

わ
ち
IC

わ
ち
IC

312

178

9

舞
鶴
舞
鶴
若
狭
若
狭
自
動
車
道

自
動
車
道 京
都
縦
貫
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

新
名
神
高
速
道
路

新
名
神
高
速
道
路

東名阪自動車道

神
戸
淡
路
鳴
門
道

第
二
神
明
道
路

播
但
連
絡
道
路

遠
阪ト
ン
ネ
ル

香
住
道
路

余
部
道
路

東
浜
居
組
道
路

鳥
取
自
動
車
道

JR
播
但
線 コ
ウ
ノト
リ

但
馬
空
港

JR福
知
山
線

山
陽
新
幹
線

JR湖
西
線

JR小
浜
線

JR小
浜
線

JR小
浜
線

東
海
道
新
幹
線

JR
山
陰
本
線

JR
山陰
本線

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

春
日
IC

JR北陸本線
東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

伊勢自動車道

沓
掛
IC

沓
掛
IC

集
い
の
席
を
華
や
か
に
彩
る
、贅
を
尽
く
し
た

料
理
の
数
々
は
、「
泉
都
」な
ら
で
は
の
自
慢
の
味
。

旬
に
こ
だ
わ
り
、素
材
を
見
極
め
、

選
び
ぬ
い
た
海
・
山
の
幸
だ
け
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

御
献
立
内
容
は
季
節
に
よ
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

〒669-6101兵庫県豊岡市城崎町湯島540
TEL 0796-32-2521　FAX 0796-32-4547城崎温泉
ホームページ　http://kinosaki-sento.com/

このパンフレットに記載されている内容は、予告なく変更になる場合がございます。ご了承ください。

❖ 

施
設
の
ご
案
内

城
崎
に
は
由
来
と
歴
史
あ
る

外
湯
が
七
つ
も
あ
り
、

ゆ
か
た
が
け
で
た
っ
ぷ
り
と

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
鴻
の
湯

こ
う
の
と
り
が
足
の
傷
を

癒
し
た
と
い
わ
れ
る
外
湯

最
古
の
湯

◆
ま
ん
だ
ら
湯

屋
根
は
仏
縁
に
ち
な
ん
で

御
堂
を
模
し
た
一
風
変
わ
っ

た
外
観
で
、道
智
上
人
の

曼
陀
羅
一
千
日
祈
願
に
よ
っ

て
湧
き
出
た
湯

◆
御
所
の
湯

後
堀
河
天
皇
の
御
妹
安
嘉

門
院
が
入
浴
さ
れ
た
湯

◆
一の
湯

桃
山
様
式
の
歌
舞
伎
座
を

思
わ
せ
る
建
物
で
、江
戸

中
期
の
温
泉
医
学
者
香
川

修
徳
が
こ
の
湯
を
天
下
一と

推
賞
し
た
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
湯

【
足
湯
あ
り
】

◆
柳
湯

中
国
の
名
勝
西
湖
か
ら
移

植
し
た
柳
の
木
の
下
か
ら

湧
き
出
た
湯

【
足
湯
あ
り
】

◆
地
蔵
湯

泉
源
か
ら
地
蔵
尊
が
で
た

こ
と
に
よ
り
名
づ
け
ら
れ

た
湯

◆
さ
と
の
湯

サ
ウ
ナ
や
展
望
露
天
風
呂
、

ジ
ェッ
ト
バ
ス
な
ど
を
そ
な

え
る
、ふ
れ
あ
い
の
湯
、自

然
回
帰
と
銘
打
た
れ
た
湯

【
足
湯
あ
り
】

◆
城
崎
文
芸
館

【
手
湯・足
湯
あ
り
】

◆
薬
師
公
園

　ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

【
足
湯
あ
り
】

泉都は外湯に近い！
外湯に便利という立地条件も「泉都」の売りのひとつです。
1番近い外湯、御所の湯は道を挟んですぐ目の前！
泉都を拠点に外湯めぐりをお楽しみください。

【
足
湯
】

【
足
湯
】

城崎大橋城崎大橋城崎大橋城崎大橋

結和橋結和橋

木屋町通り木屋町通り木屋町通り木屋町通り

木屋町小路
きやまちこうじ

文芸館通り

大谿川大谿川大谿川玉橋玉橋玉橋

●
薬
師
公
園

●
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

J
R
城
崎
温
泉
駅

円
山
川

円
山
川

至豊岡・姫路・大阪方面

至竹野

城崎文芸館
（麦わら細工）
（観光協会）

●
旅
館
組
合

（
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
）

至
気
比
の
浜

鴻
の
湯

御
所
の
湯

まんだら湯

地
蔵
湯

地
蔵
湯

一
の
湯

柳
湯

さ
と
の
湯

さ
と
の
湯

さ
と
の
湯

麦わら細工
伝承館

【
足
湯
】

【手・足湯】

【
足
湯
】

せんと

せんとせんと

JR
で
は

◆大
阪
よ
り
　
約
3時
間

◆京
都
よ
り
　
約
2時
間
30分

◆姫
路
よ
り
　
約
2時
間
10分

◆神
戸
よ
り
　
約
2時
間
40分

◆名
古
屋
より　

新
幹
線
で
京
都
乗
換
約
3時
間
45分

◆岡
山
よ
り
　
新
幹
線
で
姫
路
乗
換
約
3時
間

◆広
島
よ
り
　
新
幹
線
で
姫
路
乗
換
約
4時
間

◆米
子
よ
り
　
約
3時
間
30分

コ
ウ
ノト
リ
但
馬
空
港
よ
り

お
車
で
約
30分

◆大
阪
よ
り
　
約
3時
間
30分（

約
220㎞

）
◆京
都
よ
り
　
約
3時
間
30分（

約
150㎞

）
◆姫
路
よ
り
　
約
2時
間（
約
110㎞

）
◆神
戸
よ
り
　
約
3時
間（
約
170㎞

）

◆名
古
屋
より　

約
4時
間（
約
300㎞

）
◆岡
山
よ
り
　
約
3時
間（
約
250㎞

）
◆広
島
よ
り
　
約
6時
間（
約
400㎞

）
◆米
子
よ
り
　
約
4時
間（
約
170㎞

）

お
車
で
は

空
路

A
ccess

南
北
2.4km

、東
西
16km

、最
大

高
低
差
9
0
m
と
い
う
日
本
最
大
規

模
を
誇
る
砂
丘
で
す
。成
り
立
ち
の

歴
史
は
、十
万
年
前
に
遡
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
砂
丘

日
本
三
景
天
橋
立
は
天
に
掛
か
る

橋
の
よ
う
に
見
え
る
天
下
の
名
勝

で
す
。
笠
松
公
園
の
展
望
台
か
ら

斜
め
一
文
字
の
天
橋
立
の
景
色

が
楽
し
め
ま
す
。

日
本
三
景
 天
橋
立

出
石
城
を
は
じ
め
家
老
屋
敷
、足

軽
屋
敷
と
往
時
を
物
語
る
町
並
み

が
残
り
、但
馬
の
小
京
都
と
よ
ば

れ
て
い
ま
す
。
名
物
手
打
ち
皿
そ

ば
も
有
名
。

出
石
城
下
町

※
料
理
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

◆ 

客
室
／
39
室

　（全
室
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
完
備
）

◆ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
備

◆ 

収
容
人
員
／
172
名

◆ 

宴
会
場
／

　松
の
間
・
竹
の
間
・
梅
の
間

　蘭
の
間
・
桐
の
間

◆ 

喫
茶
・ス
ナ
ッ
ク「
都
」・
売
店

◆ 

駐
車
場
完
備

※
特
に
団
体
様
の
ご
宴
会
・
ご
滞
在

　な
ど
に
は
、ご
予
算
に
応
じ
ご
相

　談
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

春
ま
つ
り

柳
の
芽
が
出
る
頃
に
は
、木
屋
町
通

り
を
は
じ
め
温
泉
街
各
所
が
桜
で

埋
ま
り
、色
と
り
ど
り
の
ぼ
ん
ぼ
り

で
飾
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、夜
桜
ま
つ

り
な
ど
数
々
の
催
し
物
も
ご
ざ
い
ま

す
。泉
都
の
木
屋
町
通
り
に
面
し
た

お
部
屋
で
は
そ
れ
ら
を
手
が
届
き

そ
う
な
程
の
場
所
か
ら
お
楽
し
み
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
物
語

縁
日
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
と
な
る
夏
の
城

崎
。期
間
中
、打
ち
上
げ
花
火
の
ほ
か
、当

館
近
く
の
四
所
神
社
に
て
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」は
特
に
盛

大
で
す
。

秋
祭
り

十
月
十
四
日
、十
五
日
の
両
日
繰
り
広
げ
ら
れ
る

四
所
神
社
の
祭
礼
。だ
ん
じ
り
の
太
鼓
の
響
き
は
、

山
峡
に
こ
だ
ま
し
、緊
張
と
勇
壮
な
感
動
を
人
々

に
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

雪
景
色
と
松
葉
が
に

名
物
「
松
葉
が
に
」の
漁
が
解
禁
に
な
る
と
、城

崎
が
一
番
に
ぎ
わ
う
季
節
の
到
来
で
す
。柳
並
木

も
太
鼓
橋
も
雪
に
覆
わ
れ
、温
泉
街
は
水
墨
画

の
よ
う
な
景
色
と
な
り
ま
す
。

城
崎
温
泉



静
け
さ
が
響
く
石
畳
の
回
廊
。

「
泉
都
」の
お
も
て
な
し
は
、訪
れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ
る

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
佇
ま
い
に
も
あ
り
ま
す
。

情
緒
あ
ふ
れ
る
日
本
旅
館
の
趣
を
、

目
で
、心
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

趣
ゆ
た
か
な
純
和
風
の
客
室
は
、

落
ち
着
き
あ
ふ
れ
る
佇
ま
い
。

城
崎
の
町
を
つ
つ
む
温
泉
情
緒
に
ふ
れ
な
が
ら
、

心
静
か
に
の
ん
び
り
と
、旅
の
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

七
つ
の
外
湯
め
ぐ
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
泉
都
」で
は
内
湯
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

湯
け
む
り
に
包
ま
れ
て
心
の
糸
ほ
ど
く
、潤
い
の
時
間
。

そ
ん
な
、温
も
り
に
満
ち
た
ひ
と
と
き
に
出
会
い
、

ご
ゆ
る
り
と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

岩
風
呂
を
併
設
し
た
殿
方

浴
室
と
、婦
人
浴
室
は
朝

夕
の
入
れ
替
え（
※
）に
よ

り
、ど
ち
ら
の
お
風
呂
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
日
に
よ
っ
て
入
れ
替
え
を
し

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
泉
質

　

ナ
ト
リ
ウ
ム

　

カ
ル
シ
ウ
ム

　

塩
化
物
高
温
泉

◆
効
能

　

神
経
痛

　

筋
肉
痛

　

う
ち
み

　

慢
性
消
化
器
病

　

痔
病

　

疲
労
回
復
な
ど

春は花、夏は新緑、秋には紅葉、そして冬の雪。四季折々に美しく、また、表
情豊かに姿を変える庭がお出迎えいたします。風情に満ちたやすらぎの宿
「泉都」には、ゆっくりと穏やかな時が流れています。

季節の庭にて
お出迎え

コネクトドアを解放することにより、和室と
洋室をつなぎます。行き来のできる状態と
なりますので、目的に応じてご利用ください。

コネクティング
ルーム

城
崎
有
数
の
大
浴
場（
内
湯
）

一般客室

おみやげ処 スナック「都」 ロビー

中庭

蘭の間・梅の間
（会議室兼用）

竹の間（中宴会場）

松の間（大宴会場）

殿方浴室併設の岩風呂

殿方浴室

天望露天風呂付和室（前室）

天望露天風呂 天望露天風呂付洋室

［入浴時間］ 6:00am～10:00am
 3:00pm～11:30pm

一般客室

婦人浴室


